












る最大口唇閉鎖力をLIP DE CUM® LDC-110Rを
用いて測定した。被験者を側面頭部エックス線規






　本研究の最大舌圧は, Skeletal I群, Skeletal Ⅲ
群と比較して, Skeletal Ⅱ群は有意に小さかった。
嚥下時舌圧においても, Skeletal Ⅲ群と比較して, 
Skeletal Ⅱ群は有意に小さかった。Skeletal Ⅲ
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